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2 0 0 9～2 0 1 0 年度 R O T A R Y  C L U B  O F  T O Y O K A W A  H O I  C L U B  W E E K L Y 

 
 
 
 
 
例会日：毎週火曜日 12：30  例会場：豊川商工会議所 

会 長：水野太一  幹 事：岩瀬靖宏  ＳＡＡ：永田恵照  会報委員長：小田伊佐浩 

事務局：豊川市豊川町辺通 4-4豊川商工会議所会館内 ℡0533-86-2535 Fax0533-86-8889 

ホームページ http://toyokawahoi.tank.jp   Email hoirc@sala.or.jp 

本年度第５回  通算１１２２回  平成２１年８月４日（火） 晴 
ゲ ス ト      （なし） 
ビジター  （なし） 
出席報告  林博宣委員長 

会員総数 計算会員数 本日の出席者数 本日の出席率 7／21修正出席率 

５３名 ４３+６名 ３１名 ６３．３％ １００％ 

司会進行  小田伊佐浩直前ＳＡＡ 

★会長の挨拶及び報告  水野太一会長 

こんにちは。

ようやく梅雨

明けが発表さ

れました。暑

さも厳しくな

ると思います。

体には充分気

をつけてくだ

さい。 
 夏の甲子園が始まり、愛知大会は、三河地

方の高校も頑張りましたが、中京大中京高校

が優勝しました。中京には、新城市出身の河

合君と金山君が活躍しています。皆さん応援

してあげて下さい。日曜日には、ゴルファー

の石川遼君が、国内で今年 2勝目をしました。
素晴らしいことです。賞金ランキングは 1位
です。女子では 20歳の宮里藍ちゃんが全米オ
ープンで 3位になり、若い人たちの頑張りに
感動しました。 
 8 月 1 日に東三河の分区運営委員会があり
ました。ガバナー補佐、地区副幹事、地区大

会実行委員長はじめ、13クラブの会長が出席
されました。次年度ガバナー補佐には、豊橋

北ＲＣの鈴木茂久さんが決まったと報告があ

りました。地区協議会は、来年 4月 18日に豊
橋北ＲＣホストで開催されること、会員増強

月間なので、増強に力を入れてほしいこと、

今年度の大沢ガバナーの方針がノーネクタイ

なので、地区大会や分区大会にもノーネクタ

イで参加して良いという話がありました。 
 

★幹事報告       岩瀬靖宏幹事 

理事会の報告 
 地区大会ゴルフ実行委員会設置について 
ＪＣから、50周年記念事業の講演会について 
次回例会についての連絡 
事務局の夏期休暇について 
 

★委員会報告 

雑誌委員会（細井委員長） 
 ロータリーの友 8月号 
25周年準備委員会（夏目委員長） 
 アンケートのお願い 
親睦委員会（森下委員長） 
 納涼例会について 
会員増強委員会（小野副委員長） 
 25分間のアンケート提出について 
 8月 18日担当例会について 

 
 
 
 



 14 

★理事役員就任あいさつ 

☆柴田勝副会長・会員選考＆職業分類委員長 
本年度、水野年

度の副会長を仰

せつかりました。

併せて、会員選

考と職業分類委

員長も仰せつか

っております。

副会長は、会長の足手まといにならないよう

に、会長を支えて参りたいと思います。ロー

タリーに入会させて頂き、今年で 25年になり
ます。ロータリーについて色々思いますが、

以前、伴パスト会長が言われた言葉が頭にあ

ります。「人生はいつも学ぶことです。お互い

10人が 10人それぞれが意見を持っているが、
いかにエゴから決別することである」と言わ

れました。肝に銘じながら毎日おります。一

年間よろしくお願いします。 
 

★直前年度事業・決算報告 

◎事業報告     大岩直前年度会長 

こんにちは。

2008 ～ 2009
年度の事業報

告をさせて頂

きます。 
前年度は、皆

様方のご協力

により、会長

職を無事に終えることができました。 
クラブテーマを「例会に出席しよう」とさせ

て頂き、各委員会がこのテーマに沿った形で

委員会事業を行って頂きまして、大変感謝を

しております。 
 一年間を振り返ってみますと、7 月は、新
世代委員会のボランティア活動の発表があり

ました。先週の例会もそうでしたが、高校生

の子ども達が大変しっかりした発表をするの

で驚きました。それと高校生の皆さんとロー

タリークラブが何か一緒に活動できることが

あれば、大変素晴らしいことだと感じました。 
8 月には、親睦委員会企画の納涼例会が、

ラグーナ蒲郡のマンションでホームパーティ

形式で行われました。皆さんアロハシャツや

ムームーを着て参加して頂きまして、とても

楽しい例会でした。 
10月には、ガバナー補佐訪問例会とガバナ

ー公式訪問例会があり、大変緊張した月でし

たが、それぞれガバナー補佐と地区ガバナー

から、ロータリーについてのお話を聞きまし

て、あらためてロータリーの奥深さを感じま

した。 
11 月には、秋の行楽で金沢に行きました。

金沢の夜の宴会は、創業 250年という料亭「つ
ば甚」で行い、偶然にも隣の部屋で、金沢南

ロータリークラブの皆さんが会合を開いてお

り、会長幹事さんが差し入れを持って挨拶に

来てくれるという、ビックリするうれしい出

来事もありました。 
12月のクリスマス家族会では、杉浦節子会

員企画の会場内のイルミネーションにもこだ

わったクリスマス家族会が印象的でした。1
月は毎年恒例のはつもうで例会。そして 2月
は節分例会が行なわれ、大勢の皆さんにお参

りを頂きました。 
3 月には、私の希望で実現しました、中学

生のフルートの演奏を例会で聞くことができ

ました。東部中学校の 4人の子たちが、一生
懸命にフルートを演奏してくれました。純粋

な子ども達の演奏は、心にすごく響きました。

小野君、ありがとうございました。 
5月は、春の行楽で箱根方面の旅行でした。

これには、私は大変申し訳ないのですが、参

加できませんでした。ちょうど、女房の手術

の日と同じになってしまいました。行くつも

りだった私に、「絶対に来なくていい。旅行の

方は大丈夫だから」と言ってくれた夏目幹事

と高桑委員長の配慮に感謝します。当日はク

ラブ始まって以来というバス満席で出かけら

れ、楽しい日帰り旅行だったということで、

親睦委員会の皆さん、ありがとうございまし

た。 
クラブテーマの「例会に出席しよう」とい

うことで、例会プログラムをいろいろと趣向

をこらしてくれました。特に、外部講師の卓

話や委員会担当例会の講師として、山脇豊川

市長さん、竹本豊川副市長さん、ＪＡひまわ

りの鈴木さんと今泉部長さん、社会福祉協議

会の岩瀬課長さん、佐原豊橋市長さん、仲谷

豊川警察署長さん、鈴木田原市長さん、国際

交流協会の早川常務とオマルさん、と、今ま

で来られたことのなかった方々も講師に来て

頂いたことも出席率の向上につながったと思

います。各委員会がそれぞれの活動をして下
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さったことに大変感謝をします。 
 クラブの会員も半田さんと鈴木さんの２名

の入会があり、このような時期に入会して下

さったことに大変感謝します。残念ながら安

藤佳和君の逝去と青木先生の退会は淋しいこ

とですが、最終的な会員数の減少がなかった

ことには、会員増強委員会の皆さんに感謝し

ます。 
 理事会を中心として、各委員会の皆さんが

様々な分野でご協力頂いたことで、いろいろ

な事業ができたと思います。一年間大変あり

がとうございました。 
 今年度、私は会員増強委員長を水野会長か

ら指名されています。２名の会員増強が目標

ですが、とにかく退会者を出さない、魅力あ

るクラブになることが必要だと思います。そ

ういった意味でも、前年度皆さんからご協力

頂いたように、今年度は、水野丸の理事会の

一員として、クラブ運営に協力させて頂きた

いと思っています。これで、前年度の事業報

告とさせて頂きます。一年間ありがとうござ

いました。 
 

◎会計報告     岩瀬直前年度会計 

収支決算報告書は、当日配布された事業報告

書に掲載されています。そちらをご覧下さい。 
 
 

★ニコニコボックス 

◎誕生日祝い 
 伴 辰三会員久子夫人 
 山本章吾会員 
◎事業所創業祝い 
 堀田卓嗣会員 中部工業㈱ 
◎その他 
 大岩一仁会員 事業報告をさせて頂きます 
 滝下 勲会員 同好会コンペで優勝 
 伴 辰三会員 誕生日を祝って頂き 
 山本章吾会員  〃 
 
 
 
 
 
 
 

★ゴルフ同好会レポート＊＊＊＊＊＊＊ 

7月 21日に第 1回ゴルフ同好会コンペが平尾
ＣＣにて開催されました。 
今年の水野会長杯は、「グァム旅行ペア旅行

券」です。会長杯取切戦の参加資格は、「年度

内のｺﾝﾍﾟ優勝者及び年度内 3回以上参加者」
です。 
 
コンペ結果 
優 勝 滝下 勲 Gross90 Hdcp22 Net68 
準優勝 加山昌弘 Gross95 Hdcp25 Net70 
３ 位 大岩一仁 Gross79 Hdcp7 Net72 
ニアピン 水野太一② 近藤元重 高桑耐 
ドラコン 永田恵照 原田邦夫 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会報担当者：小田伊佐浩会員、鈴木啓仁会員 

このウィークリーは再生紙を使用しています。 


